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Information derived from facial and vocal nonverbal expressions plays an important role in social communica-
tion in the real and virtual worlds. In the present study, we investigated cultural differences between Japanese and 
Dutch participants in the multisensory perception of emotion. We used a face and voice that expressed incongruent 
emotions as stimuli and conducted two experiments. We presented either the face or voice in Experiment 1, and 
both the face and voice in Experiment 2. We found that both visual and auditory information were important for 
Japanese participants judging in-group stimuli, while visual information was more important for other combinations 
of participants and stimuli. Additionally, we showed that the in-group advantage provided by auditory information 
was higher in Japanese than Dutch participants. Our findings indicate that audio-visual integration of affective  
information is modulated by the perceiver’s cultural background, and that there are cultural differences between  
in-group and out-group stimuli.
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は じ め に

ネットワーク技術の普及により，われわれの日常生活
においてビデオチャットが新しいコミュニケーション
ツールとして幅広く利用されるようになった。こうした
ツールは相手の表情や身振りを確認しながら会話を進め
ることができ，遠隔地にいる相手とも対面に近い状況で
コミュニケーションをとることを可能にしてくれる。し
かし，家族や友人といった既知の相手ではなく，見知ら
ぬ相手とコミュニケーションをとる場合には，ウェブカ
メラを用いて自分の実画像を伝送することに不安を持つ
人も多いだろう。そのため，ユーザ本人の代わりとし
て，自分の分身であるアバタを用いたコミュニケーショ
ンが盛んになっている。一般的に，アバタとはインター

ネット参加者同士のコミュニケーションに用いられる
CG（コンピュータ・グラフィックス）やイラストによ
る参加者の分身であり（湯浅・安村・新田，2003），こ
れを利用することによってユーザは実画像を伝送せずと
も表情と音声を用いたコミュニケーションを楽しむこと
ができる。アバタを介したコミュニケーションはユーザ
同士のやりとりを促進するとともに（Kurlander, Skelly, & 

Salesin, 1996; Pesson, 2003; Smith, Farnham, & Drucker, 

2000），異文化間コミュニケーションへの参加意欲や親
近性を向上させることが，先行研究から明らかになって
いる（Isbister, Nakanishi, & Ishida, 2000; Koda, 2004）。
社会的動物であるわれわれ人間にとって，コミュニ
ケーションにおいて自分の意図した感情を的確に他者に
伝え，他者の意図する感情を正確に読み取ることは非常
に重要である。コミュニケーション場面でわれわれが伝
え合うメッセージは，言語的情報と非言語的情報に大別
することができる。円滑な意思疎通を実現するためには
言語的情報は不可欠であるが，特に感情の理解と伝達に
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おいては，表情，声の調子，身振りといった非言語的情
報が大きな役割を担っていることが示唆されてきた
（Mehrabian, 1968）。
このような知見は，アバタを介したコミュニケーショ
ンへのバーチャルリアリティ技術の応用にも利用されて
いる。特に，従来のアバタには非言語的情報が欠落して
いることが指摘されており（平家・川崎・田中・藤田，
2011），非言語的情報の付加を試みる研究が数多くおこ
なわれてきた（平家他，2011; 石井・渡辺・大崎・伴，
2008; 楠見・米田・小島，2008; 湯浅・安村・新田，
2003）。こうした研究によって，アバタの自然さやアバ
タとの対話感が増し，われわれのコミュニケーション形
態はより多様で，豊かなものになりつつある。しかしな
がら，アバタにおける非言語的情報の影響の検討は，ア
バタの表情の意図的な制御（楠見他，2008）や，発話を
利用したうなずきの制御（石井他，2008），アバタによ
る自動的な表情表出（湯浅他，2003）など，主に表情と
いう視覚的情報に焦点が当てられ，他の感覚情報および
複数の感覚情報が同時に与える影響についての検討は少
ない。
本研究は，視覚および聴覚情報の両方に焦点を当て，

知覚される感情と，受け手の文化的背景および受け手と
送り手の文化的背景の組合せによる差を検討するもので
ある。このような視点に基づく基礎的研究は，バーチャ
ルリアリティでの異文化間コミュニケーションをより自
然なものに近づけ，活性化させるような知見を提供しう
ると考えられる。

視聴覚情報からの感情知覚

感情の視聴覚統合
非言語的情報からの感情知覚を検討した従来の研究で
は，主に表情と音声に焦点が当てられ，数多くの研究が
単一の感覚モダリティに限定しておこなわれてきた。し
かし，実際のコミュニケーション場面では，われわれは
複数の感覚モダリティの処理を同時におこない，複雑で
豊かな感情のやりとりを実現している。たとえば，表情
から手がかりを得ると同時に，声の調子からも手がかり
を得て，これらを統合することによって最終的な判断を
おこなっているのである。
このように，われわれが他者の感情を理解する際に

は，表情から得られる視覚情報と声から得られる聴覚情
報の間には相互作用が生じることが，多くの先行研究で
報告されている（Collignon et al., 2008; de Gelder & Vroomen, 

2000; Koizumi et al., 2011; Massaro & Egan, 1996; Tanaka et 

al., 2010a）。たとえば，de Gelder and Vroomen （2000）は，

異なる感情を示した表情と音声を人工的に組み合わせた
刺激を用いて，実験参加者に表情と音声を同時呈示して
感情判断を求める実験をおこなった。その結果，表情の
みに着目するように教示した場合でも，最終的な感情判
断は同時呈示した音声に含まれる感情に影響されること
が明らかになった。
アバタを介したチャットコミュニケーションの研究に
おいても，視覚情報と聴覚情報の結びつきが重要である
ことが示唆されている。宮島・藤田（2007a）は，音声
の基本周波数が快感情の強度を反映することに着目して
研究をおこなった。彼らの研究では，音声の基本周波数
に応じたアバタの笑顔強度の自動制御が，アバタを用い
たコミュニケーションの自然さや対話感の主観的評価に
及ぼす影響を検討した。アバタ同士のコミュニケーショ
ンにおいて，受け手が送り手の音声から期待する表情と
送り手のアバタの表情の整合性が高ければ，自然な印象
や対話感が増し，会話が促進されると考えたからであ
る。実験の結果，音声の基本周波数を用いてアバタの笑
顔強度を制御した場合には，自然さや対話感のみなら
ず，好ましさや被聴取感（アバタに話を聞いてもらって
いるという感覚）についての主観的評価が高くなること
が明らかになった。つまり，視覚と聴覚，両モダリティ
が示す感情情報をアバタに取り入れることによって，
ユーザとアバタのインタラクションが強化されることが
実証された。

モダリティ間での感情不一致
宮島・藤田（2007a）の研究からは，アバタを介した

コミュニケーションの自然さや対話感を高める要因の一
つとして，表情と音声の整合性が重要であることが示唆
された。しかしながら，実際のコミュニケーション場面
では必ずしも表情と音声に整合性があるわけではない。
特に感情については，表情と音声に整合性がない，すな
わち表情と音声の示す感情が一致していない状況はまれ
ではないということが筆者らの研究によって示唆されて
いる（髙木・平松・田中，2011; Takagi, Hiramatsu, Huis 

in ’t Veld, de Gelder, & Tanaka, 2011）。
髙木他（2011）は日本人モデルによる表情音声動画刺

激セットを作成する過程で，こうした感情が一致してい
ない状態が自然な，すなわち編集を加えたわけではない
非人工的な刺激でも存在しうることを見出した。表情音
声動画刺激セット作成のための収録では，モデルは基本
6感情（喜び・怒り・悲しみ・嫌悪・驚き・恐怖）のそ
れぞれを，表情と音声の両方で同時に演技することを求
められた。そして，刺激の評価実験として，無音で表情
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動画のみを呈示する表情課題と，表情動画なしに音声の
みを呈示する音声課題を同一の日本人実験参加者に対し
て実施し，それぞれの刺激について基本6感情のうちど
の感情を知覚したかを回答させた。分析の結果，表情と
音声に対する最頻回答が明らかに異なって判断される刺
激が全体の1割程度の割合で存在した。たとえば，モデ
ルは表情と音声の両方に喜び感情を込めたつもりでも，
表情課題では喜び，音声課題では驚きが最頻回答となる
ような刺激である。
また，Takagi et al. （2011）は，オランダ人モデルによる
表情音声動画刺激セットを作成する過程におけるオラン
ダ人実験参加者による評価実験でも，同様の刺激が全体
の2割程度の割合で存在することを見出した。すなわち，
感情表出者が表情と音声で同一の感情を表現することを
意図して演技したにもかかわらず，それぞれが異なる感
情を示していると判断されるような，表情と音声の示す
感情が一致していない刺激は，文化によらず一定の割合
で存在することが示された。また，日本人刺激では意図
した感情が表情にあらわれた刺激は約6割，音声にあら
われた刺激は約4割であった。一方，オランダ人刺激で
は意図した感情が表情にあらわれた刺激が約9割を占め，
表情と音声で感情が一致していない刺激の出現頻度と，
その質には文化的背景による差があることが示された。

感情の視聴覚統合における文化差
先行研究によって視覚と聴覚で示される感情が一致し
ていない刺激の出現頻度と各モダリティへの意図感情の
表出割合に文化差があることが示されたが（髙木他，
2011; Takagi et al., 2011），こうした刺激から知覚される感
情にも文化差があることが報告されている。Tanaka et al. 

（2010a）は，非言語的な感情知覚における多感覚情報の
統合様式における文化差を検討するため，顔と声による
視聴覚感情知覚の日蘭比較実験をおこなった。日本人と
オランダ人を比較対象とした理由は，言語的要因の影響
を統制するためであった。たとえば，日本人（日本語母
語話者）とアメリカ人（英語母語話者）を比較対象とし
た場合，日本人は双方の言語をある程度理解できるが，
アメリカ人は日本語を理解できないというように，言語
理解に非対称性が生じるおそれがある。しかし，日本人
とオランダ人の比較であれば言語的要因が排除され，非
言語的情報について対称的な比較が可能になる。実験で
は，喜びと怒りの感情に着目し表情と音声の感情が一致
している，または一致していない動画を刺激として用い
た。実験において刺激は，表情と音声をそれぞれ単独，
および同時という2つの方法で呈示された。表情・音声

同時呈示では，表情と音声の両方の感情を含む動画を呈
示し，表情注意課題と音声注意課題の2種類を実施し
た。表情注意課題では音声を無視して表情から知覚され
る感情を判断するように，音声注意課題では表情を無視
して音声から知覚される感情を判断するように教示し
た。表情と音声の単独呈示では，無音の動画（表情のみ
課題）または映像の伴わない音声（音声のみ課題）のい
ずれか一方を呈示し，実験参加者に知覚される感情の判
断を求めた。2つの呈示方法ともに，判断は「喜び」と
「怒り」の二肢強制選択とした。分析の結果，日本人は
オランダ人と比べて表情の感情判断時に音声からの影響
が大きく，音声の感情判断時には表情からの影響は小さ
かった。つまり，一貫してオランダ人よりも音声への依
存性が高かった。こうした結果が生じた理由として，
Tanaka et al. （2010a）は感情知覚する際の中心情報と文
脈情報における西洋と東洋での処理方略の差に着目し，
日本人はオランダ人と比較して文脈情報である音声に影
響を受けやすい可能性を挙げた。同様の傾向がTakagi et 

al. （2011）でも確認されており，これは感情知覚におけ
る多感覚情報の重みづけが受け手の属する文化的背景に
よって異なることを示唆している。

感情知覚における内集団優位性
上述の文化差は，感情知覚における文脈情報の処理過
程という観点から，感情の受け手側が属する文化的背景
による差について言及していた。しかし，感情の送り手
の文化的背景や，送り手側と受け手側の文化的背景の組
み合わせによっても感情知覚には差が生じることが知ら
れている。たとえば，表情のみや音声のみといった単独
モダリティ情報からの感情知覚の精度は，送り手と受け
手が同じ文化圏に属する人物か否かで差があることが先
行研究から明らかにされている。このような文化的背景
の組み合わせによって生じる文化差は，それぞれの文化
特有の感情表現とそれに対する接触頻度という観点から
説明されるのが一般的である（Elfenbein & Ambady, 

2003）。表情からの感情知覚については，Elfenbein & 

Ambady （2002）は複数の表情研究のメタ分析を実施し，
人間は外集団（異文化）の人々の表情よりも，内集団
（同一文化）の人々の表情から，より正確に感情が判断
されることを示した。音声からの感情知覚については，
Scherer, Banse, & Wallbott （2001）はそれぞれ母語が異な
る9カ国の実験参加者に，ドイツ語を母語とする話者に
よる無意味発話を呈示し，知覚される感情について実験
的検討をおこなった。その結果，ドイツ語を母語とする
実験参加者は，他の言語を母語とする実験参加者よりも
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感情知覚の精度が高いことが示された。このような現象
は，内集団優位性（In-group advantage）として知られて
いる。
表情における内集団優位性は，アバタ表情においても
生じることが神田・石田（2006）の研究から明らかに
なっている。神田・石田（2006）は，アバタ表情解釈に
おける文化差を検討するために公開Web実験をおこ
なった。Web実験では，日本人デザイナによるアバタ
キャラクターを刺激とし，アジア3カ国（日本・韓国・
中国）と欧米5カ国（イギリス・フランス・ドイツ・ア
メリカ・メキシコ）の計8カ国間におけるアバタ表情の
解釈内容を比較分析した。その結果，否定的な表情は文
化を超えて正しく理解されるが肯定的な表情は文化に
よって解釈の差が大きいという文化差が得られるととも
に，日本人がデザインしたアバタに対しては日本人実験
参加者における表情解釈の一致率が高いという内集団優
位性がみられることが明らかになった。
重野（2004）は，表情と音声を単独呈示した場合には
ともに内集団優位性がみられることを明らかにしたうえ
で（重野，2003），表情と音声から知覚される感情に及
ぼす受け手と送り手の文化的背景の組み合わせの影響を
検討した。実験では，基本6感情をあらわした表情と音
声を人工的に組み合わせて，両モダリティの感情が一致
している，もしくは一致していない視聴覚刺激を使用し
た。これらを実験参加者に呈示し，知覚される感情につ
いて日米比較をおこなった。実験の結果，感情が一致し
た刺激に対する正答率は日米で差がみられなかったが，
一致していない刺激から知覚される感情には受け手と送
り手の文化的背景の組み合わせによる差がみられた。日
米の実験参加者はともに，表情から知覚される感情を選
択する割合は異文化の話者刺激に対して高く，音声から
知覚される感情を回答する割合は同一文化の話者刺激に
対して高いことが示された。つまり，受け手と同一文化
圏に属する人物についての感情判断では音声をより重視
する傾向が示された。
重野（2004）は日米比較によって，基本6感情を網羅

した視聴覚情報が統合された場合に知覚される感情にお
ける，受け手と送り手の文化的背景の組み合わせの影響
を明らかにした。研究結果からは，受け手の文化によら
ず同一文化集団に対する感情知覚では聴覚モダリティを
重視し，異文化集団に対する感情知覚では視覚モダリ
ティを重視する傾向が示唆された。このことから，送り
手の属する文化圏によって感情知覚の際に重視するモダ
リティは異なる傾向があると考えられる。また，日本人
とオランダ人の比較でも感情知覚における文化差がみら

れたが（Tanaka et al., 2010a），Tanaka et al. （2010a）は文
化によらず感情知覚の際に中心的となる情報はあくまで
も表情であり，文脈情報である音声への依存度が文化に
よって異なると解釈している。
重野（2003, 2004）の研究は日米間の比較であったた
め，日本人参加者には日英両言語を理解でき，米国人参
加者には英語しか理解できないという非対称性があっ
た。表情と音声の非言語情報による感情知覚プロセス
は，発話の言語内容を理解できるかどうかによって異な
る可能性を指摘できる。このような可能性を排除するた
めには，言語内容の理解について対称的な関係にある文
化間での比較が有効であると考えられる。
さらに，表情と音声のあらわす感情が一致していない
刺激を用いた研究では，表情と音声で同時に感情を表出
するのではなく，別々に収録された表情と音声を意図的
（人工的）に組み合わせることによって，各モダリティ
で感情が一致していない状態を作り出す手法を用いてき
た（重野，2004; Tanaka et al., 2010a）。こうした手法は任
意の感情の組み合わせを作成できるという利点をもつ。
しかし，髙木他（2011）をふまえると，わざわざ人工的
な手法を用いずとも，日常生活でわれわれは意図せずに
表情と音声で異なる感情が表出された表現に接してお
り，そのような生態学的妥当性の高い刺激を用いること
にも意義があると考えられる。このように意図せずして
表情と音声から異なる感情が表出された刺激を用いて検
討した場合にも，意図的に作成した刺激を用いた場合と
同様の傾向が得られるのかどうかは明らかではない。 

目的と仮説

本研究の目的は，意図せずして表情と音声に異なる感
情が表出された刺激を用いて，受け手と送り手の文化的
背景の組み合わせが感情知覚に及ぼす影響を検討するこ
とである。類似の手法を用いて感情の視聴覚統合を検討
したTanaka et al. （2010a）では，感情知覚の際の顔と声
という多感覚情報の重みづけにおける文化差に焦点を当
てていた。そのため，顔と声の難易度を一定にする必要
が生じ，顔にはノイズが加えられていた。また，明確に
快–不快に分類可能な喜びと怒りの感情に限定すること
によって，日本人における聴覚モダリティの優位性を示
した。しかし，実際のコミュニケーション場面では顔と
声で感情知覚の難易度に差があり，顔と声の示す感情が
不一致な状態は少なからず存在し（髙木他，2011; Takagi 

et al., 2011），そこにはさまざまな感情の組合せが想定さ
れる。
そのため，具体的にはTanaka et al. （2010a）の研究に
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以下の変更を加え，発展させた。第一に，現実場面に近
づけるため，顔へのノイズ付加といったモダリティ間で
の難易度の調整はしなかった。第二に，感情は快–不快
の組み合わせに限定せず，演技の段階で表出されたすべ
ての組み合わせを含めた。第三に，同一文化集団と異文
化集団の結果を比較することで，感情の送り手と受け手
の文化的背景の組み合わせによって生じる差についても
検討した。そして第四に，意図せずして表情と音声に異
なる感情が表出された刺激を用いた。
実験は，2つに分けておこなった。まず，実験1では

単独モダリティ情報に対する感情知覚に焦点を当てた。
先行研究から，単独モダリティ情報からの感情知覚では
内集団優位性がみられることが明らかになっている 

（Elfenbein & Ambady, 2002; Scherer et al., 2001; Scherer, 

2003; 重野，2003）。しかし，一般的に表情のみからの感
情知覚は難易度が低いことが知られている（池本・鈴
木，2009; Scherer, 2003）。また，視聴覚モダリティ情報
を同時呈示した複雑な状況においても，表情の示す感情
は異文化集団の話者に対しても知覚されやすいことが示
されている（重野，2004; Tanaka et al., 2010a）。ゆえに，
表情のみからの感情知覚では受け手と送り手の文化的背
景の組み合わせが同一である場合の正答率はさほど低下
せず，組み合わせが異なる場合でも正答率は高く，感情
知覚の精度には大きな違いはみられないと予測される。
一方，音声のみからの感情知覚は難易度が高いことが
知られている（池本・鈴木，2009; Scherer, 2003）。また，
視聴覚モダリティ情報を同時呈示した場合には音声の示
す感情は同一文化集団の話者に対して知覚されやすい
が，異文化集団の話者に対しては知覚されにくいことが
示されている（重野，2004; Tanaka et al., 2010a）。ゆえに，
音声のみからの感情知覚では受け手と送り手の文化的背
景の組み合わせが同一である場合の方が，組み合わせが
異なる場合よりも感情知覚の精度が高いことが予測され
る。
次に，実験2では視覚と聴覚の両モダリティの感情情

報を同時呈示することにより，視聴覚統合におけるモダ
リティ優位性に焦点を当てた。こうした状況での感情知
覚は，音声より表情のほうが感情判断が容易であるため
（池本・鈴木，2009; Scherer, 2003），受け手の文化的背景
によらず主として表情に依存した感情知覚がおこなわれ
ると考えられる。ただし，内集団優位性（Elfenbein & 

Ambady, 2002; Scherer et al., 2001）の影響により，その程
度は送り手と受け手の文化的背景の組み合わせによって
異なることが予測される。具体的には，音声による感情
知覚では，日本語とオランダ語の類似性が低く感情知覚

が困難なため（Elfenbein & Ambady, 2002; Scherer et al., 

2001），受け手の文化によらず，同一文化集団と比較し
て異文化集団からの感情知覚では表情への重みづけがよ
り高まると予測される。また，日本人とオランダ人の比
較では，オランダ人よりも日本人は聴覚モダリティ情報
への依存性が高いことが知られているため（Tanaka et 

al., 2010a），同一文化集団および異文化集団の両方に対
する感情知覚においてオランダ人よりも日本人は音声へ
の重みづけが高まると予測される。

実　　　験

方　法
実験参加者　実験1と実験2ともに日本人参加者（以
下，日群）は43名，オランダ人参加者（以下，蘭群）
は28名であった。日群のうち，20名（男女各10名，平
均年齢20.1歳（SD＝1.36））が日本人刺激を，23名（男
性11名，女性12名，平均年齢21.1歳（SD＝2.64））がオ
ランダ人刺激を観察した。また，蘭群のうち，13名（男
性2名，女性11名，平均年齢20.3歳（SD＝1.18））が日
本人刺激を，15名（男性6名，女性9名，平均年齢20.3

歳（SD＝1.59））がオランダ人刺激を観察した。
刺激　実験1と実験2ともに刺激は，表情音声動画刺
激セット作成の過程で収録された日群・蘭群各576（6

（感情）×8（モデル数）×4（発話内容）×3（発話回数））
の刺激の中から抽出した。4種の発話内容は「そうなん
ですか」「これなに」「さようなら」「どうなってるの」
であり，中立的な意味を持つが，基本6感情のすべての
感情を込めて発話される可能性のある短文であった。刺
激抽出の際には，各動画の表情と音声を単独で呈示した
感情評価実験において，表情と音声が異なる感情をあら
わしていると評価され，特定の感情の最頻回答率がそれ
ぞれ50％以上であるという基準を設けた。その結果，
日本人刺激56種類（9.7％），オランダ人刺激105種類
（18.2％）が抽出された。56種類の日本人刺激のうち，
意図感情が表情に表出されていたのは33種類（58.9％）
であり，音声に表出されていたのは23種類（41.1％）で
あった。また，105種類のオランダ人刺激のうち，意図
感情が表情に表出されていたのは98種類（93.3％）であ
り，音声に表出されていたのは7種類（6.7％）であった。
各モダリティにおける異なる感情は意図せず表出された
ものであるため，刺激全体に占める感情の組み合わせの
割合は一定ではなかったが，日本人刺激とオランダ人刺
激を合わせれば意図感情には基本6感情のすべてが含ま
れていた。また，日本人刺激とオランダ人刺激には，と
もに男女各4名ずつの計8名のモデルが含まれていた。
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刺激全体に占める表情と音声の感情の組み合わせの内訳
を，日本人についてはTable 1に，オランダ人について
はTable 2に示した。Table 1とTable 2の表情と音声の感
情は，刺激の評価実験において各刺激の表情と音声に対
して最も多く選択された感情である。
手続き　実験1では，刺激は表情のみ（以下，V呈

示），音声のみ（以下，A呈示）の2つの方法で日群およ
び蘭群に呈示した。A呈示とV呈示の順はカウンターバ
ランスした。実験2では，刺激を表情・音声同時に呈示
した（以下，AV呈示）。実験1と実験2はともに個人形
式でおこなわれ，17インチのモニタ（SONY, CPD-E220）
とスピーカ（SONY, VGP-SP1）を用いて刺激が呈示され
た。実験の各試行では，注視点に続いて刺激がモニタお
よびスピーカによって呈示され，続いて回答の選択肢と
して基本6感情が呈示された。基本6感情には，それぞ
れ1から6までの数字が割りふられていた。いずれの実
験でも実験参加者は，モニタに呈示された基本6感情か
ら1つの感情を選択するという形式で，呈示された刺激
から知覚される感情を数字キーを使って回答した。回答
の感情のキー配列は6通り用意し，実験参加者にランダ
ムに割り当てた。日本人刺激を用いた実験では，実験1

のA呈示とV呈示はそれぞれ56試行，実験2も56試行

から構成されており，実験全体の所要時間は約45分で
あった。オランダ人刺激を用いた実験では，実験1のA

呈示とV呈示はそれぞれ105試行，実験2も105試行か
ら構成されており，実験全体の所要時間は約70分で
あった。

実　験　1

実験1は，単独モダリティからの感情知覚の傾向につ
いて検討するためにおこなわれた。

結果と考察
V呈示とA呈示それぞれにおいて，2要因被験者間計

画の分散分析を実施した。要因は実験参加者群（日・
蘭）×刺激タイプ（同一文化集団・異文化集団），従属変
数は知覚された感情の正答率であり，刺激の評価実験に
おいて最頻回答が得られた感情に対する回答率とした。

V呈示　V呈示の結果をFigure 1に示す。V呈示では，
日群の同一文化集団と異文化集団に対する平均正答率は
それぞれ67.9％（SD＝10.1）と63.1％（SD＝13.0）であり，
蘭群での平均正答率は66.7％（SD＝11.7）と62.2％（SD＝ 

7.3）であった。分散分析の結果，実験参加者群（F（1, 67）＝ 

0.13, n.s, η̂2＝0.00）と刺激タイプ（F（1, 67）＝2.82, n.s, η̂2＝ 

Table 1
Combinations of most frequent responses to facial and vocal expressions of Japanese evaluated as expressing different emotions

Face

Happy Angry Sad Disgust Surprise Fear

Voice

Happy 1
Angry 1 11 1

Sad 2  5 4
Disgust 5
Surprise 4 7

Fear 13 2

Note: Values show numbers of stimuli. 

Table 2
Combinations of most frequent responses to facial and vocal expressions of Dutch evaluated as expressing different emotions

Face

Happy Angry Sad Disgust Surprise Fear

Voice

Happy 3 7 15 4
Angry 1 3 2

Sad 11 2
Disgust 1
Surprise 28 4 2 7 2

Fear 2 7 2 2

Note: Values show numbers of stimuli.
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0.04）の主効果と，交互作用（F（1, 67）＝0.00, n.s, η̂2＝ 

0.00）のいずれにも有意差はみられなかった。つまり，
表情のみを呈示した場合の正答率に，実験参加者が属す
る文化的背景および送り手の属する文化的背景による差
はみられなかった。

A呈示　A呈示の結果をFigure 2に示す。A呈示では，
日群の同一文化集団と異文化集団に対する平均正答率は
それぞれ61.9％（SD＝13.6）と20.4％（SD＝6.7）であり，
同様に蘭群での平均正答率は50.9％（SD＝7.5）と36.4％
（SD＝8.7）であった。分散分析の結果，実験参加者群× 

刺激タイプの交互作用（F（1, 67）＝31.50, p＜.001, η̂2＝ 

0.13）と刺激タイプの主効果（F（1, 67）＝134.84, p＜.001,  
η̂2＝0.58）がみられた。交互作用について単純主効果検
定を実施したところ，実験参加者群ごとで刺激タイプ間
に有意差（日群 p＜.001, d＝3.96; 蘭群 p＜.001, d＝1.80）
がみられた。つまり，音声のみを呈示した場合，日群・
蘭群ともに，異文化集団よりも同一文化集団に対して知
覚される感情の正答率の方が高かった。
結果から，表情による感情知覚の精度は，受け手と送

り手の文化的背景の組み合わせによる差がないことが示
唆された。一方，音声からは，受け手が日本人でもオラ
ンダ人でも異文化集団よりも同一文化集団から感情が読
み取りやすいことが示唆された。ただし，同一文化集団
からはオランダ人よりも日本人の方が，異文化集団から
は日本人よりもオランダ人の方が正確に感情を読み取る
傾向が示唆された。つまり，受け手と送り手の文化的背
景の組み合わせが感情知覚に及ぼす影響は呈示モダリ
ティ間で傾向が異なり，音声でのみ内集団優位性と，そ
の程度の強さにおける日蘭差がみられた。

実　験　2

実験1では単独モダリティによる感情知覚を検討し
た。実験2では，視覚モダリティと聴覚モダリティを同
時呈示することによって，視聴覚統合におけるモダリ
ティ優位性の日蘭文化差を検討した。

結果と考察
AV呈示については，2要因被験者間計画の分散分析を

実施した。要因は実験参加者群（日・蘭）×刺激タイプ
（同一文化集団・異文化集団）であった。従属変数は，
実験参加者の表情と一致する感情の回答率と音声と一致
する感情の回答率の差分を両者の回答率の和で割った値
とし，モダリティ優位性指数とした。モダリティ優位性
指数は，実験参加者の表情と音声から知覚される感情の
割合について，正の方向に値が大きいほど音声よりも表
情から知覚される感情の割合が高く，負の方向に値が大
きいほど表情よりも音声から知覚された感情の割合が高
かったことを示す。また，0に値が近いほど両モダリティ
から知覚される感情の割合に差がなかったことを示す。

AV呈示の結果をFigure 3に示す。AV呈示では，同一
文化集団と異文化集団に対するモダリティ優位性指数
は，日群ではそれぞれ0.03 （SD＝0.27）と0.65 （SD＝0.11）
であり，蘭群では0.52 （SD＝0.20）と0.42 （SD＝0.10）で
あった。分散分析の結果，実験参加者群×刺激タイプの
交互作用（F（1, 67）＝61.36, p＜.001, η̂2＝0.40）と，実験参
加者群（F（1, 67）＝7.80, p＜.05, η̂2＝0.05）および刺激タ
イプ（F（1, 67）＝32.95, p＜.001, η̂2＝0.19）の主効果がみ
られた。交互作用について単純主効果検定を実施したと
ころ，日本人実験参加者の群において刺激タイプ間に有
意差がみられた（p＜.001, d＝3.20）。この結果は，日群
では同一文化集団よりも異文化集団に対して表情に示さ
れた感情を知覚する割合が高かったことを示している。

Figure 1.　Mean accuracy in the visual presentation in 
Experiment 1. Error bars show standard deviations.

Figure 2.　Mean accuracy in the auditory presentation 
in Experiment 1. Error bars show standard deviations.

 *p＜.05, ***p＜.005, ****p＜.001.
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総 合 考 察

実験1の結果
実験1では，表情と音声を単独呈示した場合の受け手

と送り手の文化的背景の組み合わせが感情知覚に及ぼす
影響を検討した。
音声のみからの感情知覚には，内集団優位性と，その
程度に群間差がみられた。内集団優位性がみられたこと
は，先行研究（Elfenbein & Ambady, 2002; Scherer et al., 

2001）の結果を支持していた。今回の実験はTanaka et al. 

（2010a）に倣い，互いに言語理解が不可能である日蘭で
の比較とした。先行研究より，音声による感情知覚の精
度には，言語の類似性が影響を与えることが明らかに
なっている（Elfenbein & Ambady, 2002; Scherer et al., 2001）。 
音声による感情表現は，ピッチや抑揚などの音響特徴の
変化によるところが大きく，それらをどのように変化さ
せるかは言語によって異なり，類似性が高い言語間では
変化様式にも共通部分が多いからである。ゆえに発話が
母語でなされていた同一文化集団に対する感情知覚の精
度がより高くなったと考えられる。
さらに，内集団優位性の程度にも受け手の属する文化
的背景による差があるという知見が得られた。内集団優
位性は群を問わずみられたが，その程度は日本人の方が
より強かった。音声における内集団優位性については，
Takagi et al. （2011）の研究では強さの程度は日本人より
もオランダ人の方が強いという結果が報告されている。
Takagi et al. （2011）と本実験のちがいは，刺激に含まれ
る感情の割合であった。Takagi et al. （2011）では，収録
した576種類の刺激のすべての音声を呈示しており，そ
れらの刺激には基本6感情すべてがほぼ均等に含まれて
いた。しかし，本実験ではモダリティ間で意図せずして

異なる感情が表出された刺激のみを用いたため，日本人
刺激とオランダ人刺激に含まれる基本6感情の割合が均
等ではなかった。ゆえに，本実験で得られた知見が先行
研究と異なっていた点は，呈示した刺激全体に占める感
情の割合のちがいに起因すると考えられる。ただし，
Takagi et al. （2011）の研究は収録した刺激の評価を目的
としたものであり，基本6感情の表出が不明瞭な刺激も
含まれていた。内集団優位性の程度における文化差につ
いては，基本6感情が明確に表現され，かつ刺激全体に
各感情が均等に含まれた音声刺激を用いた実験によっ
て，さらに検討が必要であろう。また，本研究は感情の
送り手と受け手の文化的背景の組合せを厳密に統制し，
受け手が同一文化集団と異文化集団の相対的な比較に
よって感情を知覚することを避けるため，すべての要因
において被験者間計画を採用した。そのため，内集団優
位性の程度について実験参加者群ごとに同一文化集団と
異文化集団に対する感情知覚の正答率の差を算出し，直
接的な比較をおこなうことは不可能であった。被験者内
計画での実験をおこない，内集団優位性の程度をより詳
細に検討することも今後の課題である。
なお，音声のみでは難易度の高さ（池本・鈴木，

2009; Scherer, 2003）と聴覚モダリティへの依存性の違い
（Tanaka et al., 2010a）から，送り手が日本人であるかオ
ランダ人であるかによらず，日本人の受け手のほうが，
オランダ人よりも精度が高いと予測していた。しかし，
実験の結果はこの予測を支持せず，実験参加者群の主効
果は有意ではなかった。この結果は髙木他（2011）と異
なるものである。このような違いが生じた理由として
は，上述の内集団優位性の違いと同様に，先行研究と本
研究で呈示した刺激全体に占める感情の割合の違いに起
因する可能性を指摘できる。
以上の通り，音声のみからの感情知覚には内集団優位
性がみられた。表情のみからの感情知覚にも文化的背景
の影響がみられ，内集団優位性が生じるとする先行研究
もあるが（Elfenbein & Ambady, 2002; 重野，2003; Takagi et 

al., 2011），本実験の結果では文化的背景の影響はみられ
なかった。その理由として，表情の普遍性の高さが挙げ
られる。先行研究から，一般的に音声よりも表情による
感情知覚の方が普遍性が高いことが明らかになっている
（Ekman & Friesen, 1971; Ekman, Friesen, & Ellsworth, 1982; 

Russell, 1994; Russell, Lewicka, & Niit, 1989）。それゆえ，感
情知覚の難易度は音声よりも表情の方が低くなり，実験
参加者群の属する文化的背景および内集団・外集団とい
う受け手と送り手の文化的背景の組合せによる知覚の差
がみられなかった可能性がある。

Figure 3.　Modality superiority index. Positive values 
show visual superiority, whereas negative values show 
auditory superiority.

 ****p＜.001.
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実験2の結果
実験2では表情と音声を同時呈示することによって，
視聴覚統合におけるモダリティ優位性の日蘭文化差を検
討した。表情と音声を同時呈示した場合には，同一文化
集団に対しては，日群では表情ないしは音声にあらわれ
た感情のどちらも知覚される傾向があった。一方，蘭群
では表情のみにあらわれた感情が知覚される傾向が強
かった。つまり，いずれもどちらかのモダリティの感情
を回答したが，日群では表情と音声から知覚される感情
の割合に差がないのに対し，蘭群では表情のみから感情
が知覚されていた。こうした違いはモダリティ優位性に
よって説明できる。先に述べたように，喜びと怒りの感
情に着目した場合にはオランダ人よりも日本人は感情読
み取りの際に聴覚モダリティへの依存が強く（Tanaka et 

al., 2010a），基本6感情を網羅した今回の実験刺激をモダ
リティ情報ごとに呈示した研究でも日本人はオランダ人
と比較して音声からの感情知覚の精度が高いことが示さ
れている（Takagi et al., 2011）。ただし，この傾向はあくま
でも日本人とオランダ人の間で相対的にみられたもので
ある。Tanaka et al. （2010a）の実験では，顔にノイズを付
加してモダリティ間での感情知覚の難易度を調整してい
た。しかし，モダリティ間の難易度を調整せずに視聴覚
刺激を呈示した場合には，日本人の場合でも視覚モダリ
ティ情報の影響が非常に強いことが明らかになっている
（Tanaka et al., 2010b）。とはいえ，視覚モダリティ情報で
ある表情に強く影響を受けてもなお，相対的にはオラン
ダ人よりも日本人の方が聴覚モダリティへの依存度が高
い。したがって，表情と音声が同時呈示された場合の同
一文化集団に対する感情知覚では，オランダ人の感情読
み取りはおもに表情に委ねられるが，日本人では音声か
らも感情が知覚されるという結果になったと解釈できる。
また，異文化集団に対しては，いずれの群も表情にあ
らわれた感情が知覚される傾向が示された。つまり，異
文化集団に対する感情知覚においては，実験参加者の文
化的背景によらず，おもに表情から感情が知覚される傾
向が強いと解釈できる。これは，単独モダリティからの
感情知覚について検討した実験1の結果とも整合する。
実験1では受け手と送り手の文化の影響は表情による感
情知覚ではみられないが，音声では内集団優位性がみら
れることが明らかになった。内集団優位性がみられると
いうことは，外集団の音声に対する判断が相対的に不正
確であるということである。表情と音声を同時呈示した
場合の感情知覚にもこの傾向が反映され，外集団に対す
る感情知覚では，音声の判断が困難であるため，おもに
表情に依存した感情知覚がおこなわれたと考えられる。

感情知覚における文化差のアバタ制御への応用の可能性
近年，バーチャルリアリティ環境におけるアバタはま
すます擬人化され，アバタを介したコミュニケーション
はより豊かで複雑になってきている。たとえば，アバタ
の動きにユーザ本人の表情や音声の変化を自動で反映さ
せ，制御することが可能である。表情であれば，ユーザ
の目尻や口角といった表情生成に重要な特徴の変化を抽
出し，アバタの表情に反映させる。音声であれば，会話
中のユーザの音声におけるピッチや抑揚といった特徴を
抽出してアバタ音声に反映させる。また，これらを組み
合わせ，ユーザの実際の表情をアバタの表情に反映させ
るとともに，ユーザの会話音声の特徴をさらにアバタの
表情に反映させ，表情の強度を自動で制御することも可
能である。本研究によって得られた知見は，このような
アバタを介したコミュニケーション技術に以下のように
応用することができる。
予備実験の結果，日本人とオランダ人ではモダリティ
間で感情が一致していない刺激の出現頻度はオランダ人
の方が多く，意図した感情が表情に表出されるのは日本
人では6割程度だが，オランダ人では9割程度であった。
これを踏まえると，以下のような解釈が可能になる。送
り手のアバタのユーザがオランダ人の場合には，受け手
の文化的背景によらず表情のみから感情が知覚される。
そのため，音声の基本周波数や抑揚といったパラメータ
を指標に送り手アバタの表情の変化や強度を自動制御す
ると，意図した感情が伝わらない恐れがある。また，同
様のやり方で自動制御をおこなうとすると，送り手のア
バタのユーザが日本人の場合には，受け手も日本人なら
ば両モダリティから感情を知覚する。そのため，受け手
が日本人ならば齟齬は生じないが，受け手がオランダ人
ならば表情のみから感情を知覚するために，意図した感
情が伝わりにくくなる。ゆえに，送り手がオランダ人の
場合にはつねに表情パラメータを指標に音声パラメータ
を制御し，送り手が日本人の場合には受け手の文化的背
景を考慮したうえで指標とするパラメータを決定する
と，円滑なコミュニケーションが達成されるだろう。
本実験で用いたのは，意図せずして表情と音声の示す
感情が異なる刺激であった。しかし，近年利用されてい
るアバタチャットシステムでは，アバタの各モダリティ
に表出される感情の変化はユーザの意図的な手動操作に
よって作り出されるのが一般的である（宮島・藤田，
2007b）。また，目的こそ異なるものの表情と音声で異な
る感情を示す刺激を用いた視聴覚統合を検討した先行研
究においても，2つのモダリティ間の感情が一致してい
ない状態を人工的に作り出し，刺激として用いることが
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多い。この点に着目し，髙木・田部井・田中（2012）は，
モダリティ間で異なる感情の表出が編集加工による意図
的な刺激と，編集によらず意図的ではない刺激から知覚
される感情が等価であるかを検討する実験をおこなっ
た。実験では，表情と音声で一致していない感情の表出
が意図的ではない（未編集）な動画刺激と，意図的（編
集加工）な動画刺激を用い，それらを表情のみ，音声の
み，表情・音声同時の3つの呈示方法で日本人実験参加
者に呈示した。実験の結果，感情知覚の傾向は，刺激に
おける一致していない感情の表出が意図的か否かによる
差はみられなかった。特に，刺激の種類によらず，表情
と音声を同時呈示した場合には各モダリティに示された
感情のどちらかと一致する感情が知覚される傾向がみら
れた。つまり，一致していない感情の表出が意図的な刺
激と意図的ではない刺激から知覚される感情は等価であ
ることが示された。ゆえに，本研究で得られた知見は，
各モダリティへの感情表出が意図的な操作によってなさ
れるアバタを介したコミュニケーションにも十分に応用
可能であると考えられる。

お わ り に

本研究では，視聴覚モダリティそれぞれの示す感情が
一致していない刺激から知覚される感情と，受け手と送
り手の文化的背景の組み合わせが感情知覚に及ぼす影響
を検討することを目的に，演技の段階で意図せずして表
情と音声に一致していない感情が表出された刺激を用い
て，日蘭比較をおこなった。実験の結果，感情の視聴覚
統合において日蘭で文化差がみられた。特に，一般的に
は感情知覚の手がかりとして聴覚モダリティよりも視覚
モダリティから得られる情報が優位であるが，日本人で
は同一文化集団に対する感情知覚では視覚モダリティの
みならず聴覚モダリティの影響も強く受けることが示さ
れた。本研究で得られた知見は，バーチャルリアリティ
環境におけるアバタの自動制御に応用することができ
る。バーチャルリアリティ環境における異文化コミュニ
ケーションの齟齬を招かないためには，文化ごとの傾向
を考慮した表情と音声のパラメータ制御が必要であろ
う。具体的には，アバタのユーザが日本人の場合には受
け手の文化を考慮して表情と音声どちらを指標とするか
を切り換えるべきだが，ユーザがオランダ人の場合には
つねに表情を指標として音声を自動制御する必要があ
る。それによって，より円滑なコミュニケーションが実
現されるだろう。こうした知見を，より自然で，文化的
齟齬の少ない，バーチャルリアリティ技術を駆使したコ
ミュニケーションシステムの実現のために提供すること

を目指したい。
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